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情報モラル教育 

   愛媛県総合教育センター  

    教育開発部 情報教育室 

情報モラル教育 

情報社会の
特性の理解 

日常モラル
の指導 

情報社会で適正な活動を行うための基に
なる考え方と態度の育成 

情報社会の特性の理解 

利便性（光） 
• 遠くの人ともリア
ルタイムに交流 

• 容易に情報の入手
や発信 

• 自宅で買い物 

 

 

危険性（影） 
• 不正アクセス 

• ウイルス 

• ネットいじめ 

• ネット依存 

 

 

教員自身が理解して指導する 

生活を便利で豊か
にする 

被害者にも加害者
にもなる危険 

研修内容 

１ インターネット利用の現状 

２ ネットいじめ 

３ インターネットによる被害 

４ 学校で行う情報モラル教育 

１ インターネット利用の現状 年齢別インターネット利用率                

総務省 平成26年度版情報通信白書から 
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インターネットが利用できる自分専用の機器
を所有している児童生徒の割合（愛媛県） 

調査：2015年1月実施  愛媛県教育委員会 
携帯音楽プレイヤー 

インターネットが利用できる機器 

スマートフォン パソコン 携帯ゲーム機 

タブレット端末 

自分の携帯電話・スマートフォンを所有し
ている児童生徒の割合（愛媛県） 
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（％） 

４０.１ ３８.０ ４１.８ ４３.５ 
４８.１ 

自分の携帯電話・スマートフォンを所有し
ている高校生の割合（愛媛県） 

調査：2015年6月実施  愛媛県教育委員会 
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Social 
Networking 

『ＳＮＳ』とは 

Service 

人と人とがネット上でつながりを
持つためのコミュニティサービス 

ＬＩＮＥ（ライン） 

Facebook（フェイスブック） 

Mixi（ミクシー） 

Twitter（ツイッター） 

『ＳＮＳ』の例 
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２ ネットいじめ 
ネットいじめの変遷 

LINEでのいじめ 
悪口、中傷書き込み 仲間外し 

電子メールでのいじめ 

悪口、中傷メール チェーンメール 

掲示板でのいじめ 

悪口、中傷書き込み なりすまし投稿 

ＬＩＮＥ外しの原因（例）１ 

• 「既読」なのに返信しない。 

• いつまでも「既読」にならない。 

 

ムカつく。外そう。 

ＬＩＮＥ外しの原因（例）２ 

• 短い文章なので誤解が起こる。 

ひどい。許せない。 

日曜日、映画を観に行かない？ 

Ｃ子はなんで行くの？ 

24／32 

写真の投稿によるいじめ 

24／32 

悪口の送信によるいじめ 

死ね 

うざい 

消えろ 

きもい 
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ＬＩＮＥいじめの特徴 

閉じられた世界でのいじめ 

・発覚しにくい 

・エスカレートしやすい 

子どもが相談できる信頼関係 

•対策（組織で対応） 

–実態調査 

–資料、証拠の確保 

–学校と家庭の連携 

–被害児童生徒のケア 

 

ＬＩＮＥいじめの対策 

３ インターネットによる被害 
出会い系・コミュニティサイトに関連した被害児童数 

警視庁 広報資料より 

（人） 

ＩＤ 

ＩＤ ＩＤ ＩＤ 
ＩＤ ＩＤ 
ＩＤ ＩＤ ＩＤ ＩＤ 
ＩＤ ＩＤ ＩＤ ＩＤ 

インター
ネット 

ＩＤ交換掲示板 

そうなの？君との会
話はこんなに楽しい
のに。 

ありがとう。 

誰も私のこと相手に
してくれないの。 

会ってゆっくり話さな
い。力になれると思う
よ。 
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誘い出し被害の対策 

25 

• 知らない人には会わない 

 － 甘い話には危険がある 

• 迷った時は家族や先生に相談する 

 － 身近な大人の意見を聞く 

不正アプリ 

トレンドマイクロ調べ    

累計で４００万種 

２０１４年 

不正アプリ 

• アドレス帳のデータを抜き取る 

便利ツールを装う 

インストール時は正規 

• アップデートで不正アプリに変化 

セキュリティ対策 

ＳＮＳへの不適切な投稿 

• アルバイト従業員による不適切な

画像の投稿 

• 行員の身内による芸能人来店情報

のツイッターへの投稿 

その結果・・・ 
• 本人や店が特定 

• 商品廃棄、店の責任 

• 威力業務妨害で書類送検 

• 損害賠償請求 

• 学校を退学 

• 就職の取消し 

• 投稿者の情報がネットで拡散 

 悪口を書いていない？ 

 バレないと思っていない？ 

 個人情報は入っていない？ 

 リツイート（転送）されてもいい？ 

 いま冷静ですか？ 

投稿する前に、 

全世界の人に「あなたが投稿した」
と知られても大丈夫ですか？ 
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中・高校生のネット依存者数 

       推計 ５１万８千人 

    （全体の７％） 

       （2013年8月 厚生労働省研究班調査結果） 

１クラス３０人学級なら･･･２人いる割合 

 

 

 勉強に集中できない 寝ることもできない 

スマートフォンに苦しむ生活 

ネット依存になると 

共通のルール作りをする。 
・夜は原則９時まで！ 

・すぐに返信を求めない！ 

・人の悪口は書かない！ 

・いじめは絶対にしない！ 

             など 

児童生徒の安全・安心のために ４ 学校で行う情報モラル教育 

小学校学習指導要領  総則 

第４ 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 

(9) 各教科等の指導に当たっては、 
 児童が…情報モラルを身に付け、 
 適切に活用できるようにするため 
 の学習活動を充実するとともに、 
 …… 

文部科学省 
国立教育政策研究所 
平成２３年３月 

・情報モラル教育とは 

・情報モラル教育の進め方 

・情報モラル指導カリキュ   

  ラムチェックリスト 

・情報モラル教育指導例 

・参考資料 

情報モラル教育を指導するために 



2015/9/17 

7 

情報モラル教育の内容（２領域５分野） 

情報社会の倫理 法の理解と遵守 

公共的なネットワーク社会の構築 

安全への知恵 

心を磨く領域 

知恵を磨く領域 

情報セキュリティ 

情報モラル指導カリキュラムチェックリスト 

参考資料 

まとめ 

•ネットの問題について知る努力
をする。 

•子どもが相談しようと思える信
頼関係を築く。 

•情報モラル教育を系統的に行
う。 


